
令和５年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人青山学園 青山幼稚園 

１．本園の教育目標 

・健やかな心身を養う 

・素直で清純な人格を培う 

・自主、自律、協調性を養う 

 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

コロナ禍が終わり、ただコロナ以前のやり方に戻すのではなく、行事や保育内容の見直しを図り、子ども達が 

自分で考え自主的に行動し、経験できるような環境設定を検討する。 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する 

 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

５．今後取り組む課題 

 

６．学校関係者評価委員会の評価 

例年通りのやり方ではなく、状況に応じて子ども達の安全を第一に考え、行事を行って下さいました。 

園児に関する悲しいニュースを多く耳にする中、青山幼稚園で同じ事がおきない様に対策を考えて徹底して

頂いたので安心して通わせる事が出来ました。防犯・災害に関しても子ども達が考える機会を与えて下さった

事に感謝しています。 

 

委員会実施日  令和 6 年 3 月 19 日 

評価内容 評価 評価の理由や取り組み内容 

保育内容の見直し Ｂ 

保育者が準備したものを行う保育ばかりではなく、廃材を利用し子どもが

自分で考えて取り組める環境設定を行う等、一定の見直しを行う事ができ

た。 

保護者への対応 Ｃ 家庭環境に応じての支援を行ったが一部改善の余地もあった。 

安全管理 Ａ マニュアルを作成し、年間で８回程度の防災や防犯訓練を行った。 

評 価 理   由 

Ｂ 

今年度は子どもに無理のない程度で、保育内容や行事のやり方を工夫する事で、

子どもの満足感も得られたがその反面一定の課題も見つかった。また新たに防災

や防犯を意識した訓練を増やし、マニュアルも作成した。一部内容によっては、

子どもたちが防災意識を持って取り組める工夫が足りなかった。 

課  題 具体的な取り組み方法 

行事の見直し 以前やっていた行事や内容の見直しを行う。 

特別な支援が必要な

子への対応を考える 

特別な支援が必要な子が増える昨今の事情に応じて、理解を深める研修に参加し、

該当児に寄り添った保育を模索し、保護者との連携強化を図る。 

質向上研修の強化 教師の質向上に必要な研修に積極的に参加する。 


